
　二口越え最上街道の宿場であった長袋村の町
（境野村から獺澤を渡り登った所から神明神社ま
でが町場である。）から、向泉寺門前、秋保神社
（諏訪神社）、清水窪、加沢大雲寺門前を経て、関
山街道への古道である大雲寺道の入口に至る道
ばたの石塔を訪ねてみました。
　かつての街道筋であるこ
とから、多種多様な道ばた
の神々に出会えます。なに
げない道ばたにちょっと目
を向けてみませんか。

令和 3 3 No.33

　人々が素朴な信仰心を背景に、

その願いを込めて建てた石塔や祠など、

道ばたにある神々を巡り、

これを建てた昔の人々の心に触れてみませんか。

道ばたの神々Ⅲ
　町～野中～加沢編

道ばたの神々Ⅲ
町～野中～加沢編

　

十
三
仏
と
は
、亡
く
な
っ
た
後
に
極
楽
浄
土
へ
と
導
く
十

三
の
仏
・
菩
薩
の
総
称
で
す
。初
七
日
か
ら
三
十
三
回
忌
ま

で
の
各
法
事
を
そ
れ
ぞ
れ
守
護
し
て
お
り
、不
動
明
王
・
釈

迦
如
来
・
文
殊
菩
薩
・
普
賢
菩
薩
・
地
蔵
菩
薩
・
弥
勒
菩

薩
・
薬
師
如
来
・
観
音
菩
薩
・
勢
至
菩
薩
・
阿
弥
陀
如
来
・

阿
閃
如
来
・
大
日
如
来
・
虚
空
蔵
菩
薩
と
な
り
ま
す
。

　

秋
保
町
史
に
よ
る
と
、安
永
八
年（
1
7
7
9
年
）か
ら

天
明
四
年（
1
7
8
4
年
）に
か
け
て
大
飢
饉
が
あ
り
、人

の
情
と
御
仏
に
命
を
か
け
て
此
に
這
い
上
が
り
、や
せ
衰
え

た
躯
に
破
れ
た
衣
を
ま
と
い
杖
を
頼
り
の
十
三
人
が
、釈
尊

の
お
導
き
を
享
け
世
を
断
つ
後
生
楽
を
誓
っ
て
餓
死
し
た

場
所
で
、こ
の
餓
死
者
供
養
の
碑
と
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
十
三
仏
は
、
刻
ま
れ
た
年
号
が
安
永
三
年

（
1
7
7
4
年
）で
、飢
饉
に
苦
し
ん
だ
時
代
よ
り
少
し
古

く
、刻
ま
れ
た
文
字
か
ら
、息
子
藤
兵
衛
さ
ん
の
供
養
の
た

め
に
母
親
が
建
て
た
供
養
碑
と
思
わ
れ
ま
す
。

十
三
仏

　

十
三
体
の
仏
像
と
「
干
時 

安
永
三
年

（
1
7
7
4
年
）十
一
月
吉
日
」「
廻
国
供
養 

藤
兵

衛
母
」と
刻
ま
れ
て
い
る
。

阿
弥
陀
如
来
坐
像

　

延
享
二
年（
1
7
4
5
年
）十
一
月
建
立
、浮
彫
の

阿
弥
陀
如
来
坐
像「
大
念
佛
供
養
塔 

當
町
一
宇
」

高
さ
約
２
ｍ
の
石
塔
で
、長
袋
の
町
場（
長
袋
宿
）の

人
々
が
建
て
た
供
養
塔
で
す
。延
享
二
年
十
一
月
は

９
代
将
軍
徳
川
家
重
が
征
夷
大
将
軍
に
な
っ
た
月

で
す
。



秋
保
温
泉
方
面
へ

卍向泉寺

卍大雲寺

長袋幹線農道 湯の辺田

舘集落

大原

加沢

野中

並木

長袋町

青葉区上愛子へ

川崎町へ

秋保大滝方面へ

大旗山
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戸神山
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名取川
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神明神社

太田とうふ店

加沢ため池
泉口ため池

白沢口ため池

秋保中学校
秋保総合支所

大東苑

秋保神社

秋保小学校
長袋グランド

秋保体育館

秋保市民センター

山形市

馬場

川崎町

長袋

境野

湯元
茂庭

青葉区

秋保全体図

拡大

道ばたの神々Ⅲ（長袋編）　
静
御
前
の
伝
説
が
あ
る
清
水
窪
、２
ｍ
を
超
え
る

石
塔
は
清
水
久
保
板
碑
で
一
部
剥
落
し
年
代
な
ど

は
不
明
。宝
永
七
年（
1
7
1
0
年
）の
南
無
阿
弥
陀

仏
に
は
名
取
郡
北
方
秋
保
長
袋
村
野
中
組
男
女
一

宇
建
立
石
塔
供
養
也
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
他
に
大
乗
妙
典
供
養
碑・三
界
萬
供
養
碑
と
馬
頭

観
音
が
並
ん
で
い
ま
す
。大
乗
妙
典
供
養
碑
は
元
文

五
年（
1
7
4
0
年
）新
川
村
の
十
助
さ
ん
が
仏
教

教
典
で
あ
る「
大

乗
妙
典
」を
奉
読

し
た
記
念
に
建

て
た
も
の
で
す
。

10 

清
水
窪
の
石
塔

❹ 

原
の
足
尾
山
碑

　
獺
沢
川
を
渡
り
登
っ
た
所
か

ら
神
明
神
社
ま
で
が
二
口
街
道

の
宿
場
集
落
長
袋
町
で
あ
り
、

安
永
九
年（
１
７
８
0
年
）の
山

神
か
ら
大
正
十
三
年
建
立
の

成
田
山
碑
ま
で
、そ
れ
ぞ
れ
の

祈
り
を
込
め
町
集
落
中
建
立

の
石
塔
が
十
三
基
あ
り
ま
す
。

　

文
化
元
年
建
立
の
金
毘
羅

大
権
現
に
は「
左
ハ
い
さ
ご 

川

さ
紀
道
」と
刻
ま
れ
て
い
る
の

で
、こ
の
碑
は
、他
か
ら
こ
こ
に

移
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。ま
た
、文
化
七
年（
１
８
１

0
年
）の
子
安
観
音
像（
浮
彫
）

は
大
き
さ
も
あ
り
存
在
感
が

あ
り
ま
す
。

　

街
道
傍
に
大
切
に
祀
ら
れ
御
札

が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。嘉
永
四
年

（
１
８
５
１
年
）建
立
の
足
尾
山
、

他
に
松
尾
山
観
世
音
と
文
字
が
読

め
な
い
小
さ
な
石
塔
が
あ
り
ま
す
。

　
足
尾
山
は
筑
波
連
山
の
一
つ
で
、

か
つ
て
は
修
験
の
山
だ
っ
た
そ
う

で
す
。字
の
示
す
と
お
り
足
の
病
に

ご
利
益
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
、碑
に
は
施
主
當
町
養
吉
と
願

主
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

❶ 

神
明
神
社
前
の
石
塔

❸ 

向
泉
寺
門
前
の
馬
頭
観
世
音

　

街
道
か
ら
向
泉
寺
へ
の
分

か
れ
に
ひ
っ
そ
り
と
立
つ
馬

頭
観
世
音
。飼
馬
の
供
養
と
道

し
る
べ
を
兼
ね
て
建
て
ら
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

並
木
集
会
所
前
に
立
つ
六
字

名
号
碑
、馬
頭
観
世
音
、湯
殿
山
、

古
峯
神
社
、小
牛
田
山
神
、先
祖

供
養
碑
等
、享
保
か
ら
明
治
ま
で

の
7
基
の
石
塔
が
あ
り
ま
す
。

　

享
保
三
年（
１
７
１
８
年
）の

六
字
名
号
碑（
南
無
阿
弥
陀
仏
）

は
、長
袋
山
根
組
の
建
立
で
、

（
同
年
同
種
の
石
塔
が
菅
刈
・
竹

の
内
・
滝
原
に
あ
り
ま
す
。）そ

の
他
は
並
木
組
の
人
々
の
建
立

で
す
。

❽ 

諏
訪
前
の
木
花
開
耶
姫

　
秋
保
神
社
前
に
天
明
二
年（
１
７
８
２
年
）の

１
７
０
㎝
程
の
山
神・年
代
不
明
の
六
道
能
化

地
蔵
、文
化
八
年（
1
8
1
1
年
）の
湯
殿
山
と

馬
頭
観
世
音
、天
保
十
二
年（
1
8
4
1
年
）の

蔵
王
大
権
現
と
小
牛
田
山
神
、そ
し
て
文
政
五

年（
1
8
2
2
年
）建
立
の
木
花
開
耶
姫
の
浮
彫

の
石
塔
が
あ
り
、何
れ
も
野
中
組
中
の
建
立
で

す
。木
花
開
耶
姫
像

の
下
部
に
は
建
立

者
の
名
前
が
多
数

ひ
ら
が
な
で
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

❺ 

並
木
の
石
塔
群

周遊約7.0km
徒　歩　   周遊約1時間30分
自転車　   周遊約50分

自転車での
周遊が
おすすめ!

　

加
沢
組
中
建
立
の
文
政
三
年

（
１
８
２
０
年
）の
二
十
六
夜
塔
と

馬
頭
観
世
音
、文
政
六
年
の
小
牛

田
木
花
開
耶
姫
浮
彫
、天
保
三
年

（
１
８
３
２
年
）の
蔵
王
大
権
現
、

弘
化
二
年（
1
8
4
5
年
）の
小
牛

田
山
神
と
明
治
四
年（
1
8
7
1

年
）の
馬
頭
観
世
音
の
六
基
の
供

養
碑
が
あ
り
ま
す
。

　
二
十
六
夜
塔
は
月
の
出
を
待
っ

て
拝
む
催
事
の
祈
念
塔
で
す
。

11 

向
宿
大
雲
寺
入
口
の
石
塔

　

加
沢
組
中
で
建

立
さ
れ
た
供
養
塔

が
様
々
な
理
由
で

こ
こ
に
集
め
ら
れ

た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。元
禄
十
二

年（
１
６
９
９
年
）

の
南
無
阿
弥
陀
仏

か
ら
安
政
四
年

（
１
８
５
7
年
）の

湯
殿
山
五
十
度
供

養
碑
ま
で
十
二
基

あ
り
ま
す
。

12 

大
雲
寺
門
前
の
石
塔
群

　
加
沢
た
め
池
の
縁
で
二
口
街
道
と
関

山
街
道
を
繋
ぐ
大
雲
寺
道
傍
の
安
永
十

年（
１
７
８
１
年
）加
沢
組
中
建
立
の
山

神
、文
久
三
年（
１
８
６
３
年
）幕
末
に
加

沢
の
お
そ
の
さ
ん
が
建
て
た
十
八
夜
供

養
碑
、慶
応
三
年（
1
8
6
7
年
）に
喜
左

衛
門
さ
ん
が
建
て
た
馬
頭
観
世
音
が
あ

り
ま
す
。

　
春
は
田
の
神
と
な
り
秋
に
は
山
神
と

な
る
山
神
碑
は
ま
さ
に
山
と
里
の
界
に

立
っ
て
い
ま
す
。十
八
夜
塔
は
月
待
塔
で
、

月
の
出
を
待
っ
て
供
え
物
を
し
て
拝
む
祭

事
の
祈
念
塔
で
す
。十
八
夜
は
子
安
観
音

と
称
さ
れ
た
如
意
輪
観
音
が
主
尊
で
す
。

13 

加
沢
た
め
池

　 （
大
雲
寺
道
）の
山
神

　

延
享
二
年（
１
７
４
５

年
）に
長
袋
町
の
人
々
が
念

仏
供
養
で
建
立
し
た
高
さ

約
２
ｍ
の
阿
弥
陀
如
来
坐

像（
浮
彫
）と
、安
永
三
年

（
１
７
７
４
年
）の
十
三
の

菩
薩
像
を
線
彫
し
た
十
三

仏
、南
無
阿
弥
陀
仏
と
彫
っ

た
六
字
名
号
碑
、慶
應
二
年

建
立
の
馬
頭
観
世
音
が
あ

り
ま
す
。

❷ 

十
三
仏

❻ 
首
切
地
蔵  

　
秋
保
中
学
校
前
の
国
道
４
５
７

号
丁
字
路
付
近
に
あ
る
首
の
な
い

地
蔵（
左
）。右
は
新
し
く
建
立
さ
れ

た
交
通
安
全
地
蔵
。こ
の
付
近
は
か

つ
て
処
刑
場
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
首
の
な
い
地
蔵
の
い
わ
れ
は
諸
説

あ
り
ま
す
が
、処
刑
さ
れ
た
罪
人
の

供
養
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
た
め
、何
も
刻
ま
れ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。　

　

秋
保
神
社
の
東
の
県
道
沿
い

に
半
分
埋
も
れ
て
い
ま
す
が
、文

化
年
間
か
ら
明
治
時
代
に
建
て

ら
れ
た
馬
頭
観
音
が
三
基
と
先

祖
供
養
の
石
塔
で
す
。忘
れ
去
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
道
ば
た
の

供
養
碑
で
す
が
、庶
民
の
暮
ら
し

が
伺
え
ま
す
。

❼ 

諏
訪
北
の
馬
頭
観
音

　

文
政
年
間
建
立
の
不
動
尊
と
左

右
に
そ
れ
ぞ
れ
１
基
の
石
塔
が
あ

り
ま
す
。こ
こ
の
屋
敷
の
東
側
は
か

つ
て
定
期
バ
ス
も
走
る
丁
字
路
交

差
点（
辻
）で
あ
っ
た
の
で
、元
々
こ

の
辺
り
に
建
っ
て
い
た
も
の
が
何

ら
か
の
事
情
に
よ
り
現
在
地
に
移

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

不
動
尊
は
不
動
明
王
の
尊
称
で

大
日
如
来
の
化
身
と
も
い
わ
れ
、日

本
仏
教
の
諸
派
及
び
修
験
道
で
幅

広
く
信
仰
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

❾ 

諏
訪
北
の
不
動
尊 じ

ゅ
う
さ
ん
ぶ
つ

し

み

ず

く

ぼ

こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め

む
か
い
し
ゅ
く
だ
い
う
ん
じ

は
ら


